
平成３０年度 算数科授業の略案 （４学年） 

                      

月日（校時） 単元名 教材名 

５月１５日（金） 

２校時 図を使って考えよう ちがいに目をつけて 

本時のねらい（１／２時間） 

○図に表して問題を解決することを通して、図のよさに気づくとともに、問題を解決することができる。 

評価規準 

 考 分配や移動を伴う２量の差に着目して、言葉や図、式を用いて説明している。（発言・ノート・観察） 

学習課程 学習活動（○発問・予想される児童の反応） 留意事項・評価 

【導入】 

問題提示 

９：３０ 

１ 問題を読み、題意をとらえる。 

 

 

 

 

○分かっていることと気がついていることを確認しましょう。 

○気がついたことや、今までの学習から解き方の見通しを立てましょう。 

 ・図に表して考えると、まい数のちがいが分かりやすそうです。 

・２人のまい数のちがいが１２なので、図で表すとりこさんの方が長

くなります。 

 

 

 

 

 

・今までの学習を想起さ

せ、課題解決の見通しを

持ちやすくする。 

 

 

【展開】

９：３５ 

課題把握 

・シラバス 

・言語わざ 

問いの共有 

 

 

 

９：４０ 

解決活動 

・一人学び 

・ペア学び 

 

 

 

９：４５ 

集団解決 

・学び合い 

 

 

９：５０ 

・考察 

 

１０：００ 

まとめ 

２ 課題を把握する。 

 

 

（ 一人・ペア学び（５分）・学び合い（１５分）・まとめ（５分） 

    適応問題（５分）・振り返り（５分）） 

 

３ 図を使って、それぞれのまい数を求める方法を考える。 

 ○図を手がかりにして、こうたさんとりこさんの色紙のまい数を求め
る方法を考えましょう。 

  ①ちがいの１２まいをひいて、２等分する。 

   ６０‐１２＝４８  ４８÷２＝２４ こうたさん２４まい 

   ２４＋１２＝３６  りこさん３６まい 

  ②ちがいの１２まいを足して、２等分する。 

   ６０＋１２＝７２  ７２÷２＝３６  りこさん３６まい 

   ３６－１２＝２４  こうたさん２４まい 

  ③２等分してから、ちがいを１２まいにする。 

   ６０÷２＝３０  ３０＋１２＝４８  りこさん４８まい 

   ３０－１２＝１８  こうたさん１８まい 

 

４ 考えたことを出し合い、説明する。 

 ○出てきた意見で、似ているところを出し合いましょう。 

  ・①は、先に１２まいを引いてから２等分していて、②では、反対
に１２まいを足してから２等分している。２等分するのが同じ。 

  ・③の考え方は、答えの２人のまい数の差が１２ではなくなってい
るので違う。 

 ○出た意見から、考察をします。 

  ・ちがいの１２まい分を全体から引いたり、足したりしているので 

   ちがいに気をつけて計算することが大切です。 

 

 

 

 

 

 

・全体で図のかき方を確認

し、その後の活動にスム

ーズに入るようにする。 

 

・図のどこを求めているの

かが分かるように考え

を書くように声がけを

行う。 

 

・自力解決が終わった児童
から、ペア学習に移るよ
うに声がけを行う。 

 

 

 

考 分配や移動を伴う２

量の差に着目して、言葉

や図、式を用いて説明し

ている。（発言・ノート・

観察） 

 

【終末】 

１０：０５ 

適応問題 

１０：１０ 

振り返り 

１０：１５ 

 
５ 問題に取り組む。 
 ○ちがいに気をつけて、図を書きましょう。 
 
６ 学習したことを振り返る。 
 ・図に表すとちがいが分かりやすかったです。計算をするときは、
そのちがいに気をつけて計算するということが分かりました。 

 

      

 それぞれのまい数を求める方法について、図を使って考え、説明しよう。 

。 

 こうたさんとりこさんは、６０まいの色紙を２人で分けて、つるをおり

ます。りこさんのまい数の方が、１２まい多くなるようにします。 

それぞれの色紙のまい数は何まいになりますか。 

 それぞれのまい数を求める時は、ちがいの１２まいに目をつ

けると計算しやすい。図に表すと、ちがいが分かりやすい。 



 

 


